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県政の進路を語ろう 

県民フォーラム 
in 大町 

 

 緑のフォーラムが初の県民フォーラ

ムを大町で開催します。ぜひ、市民のみ

なさんの声をお聞かせください。 

３月２８日（日） 午後２時30 分～４時 

サンアルプス大町（文化会館南隣） 

主催：緑のフォーラム 

内容：県議のリレートークと意見交換 

参加費 無料 

※出席予定県議 
北山早苗（無所属）、本郷一彦、服部

宏昭、村石正郎、木下茂人、清沢英男、

丸山賢二（以上、緑のフォーラム） 

発行：丸山けんじ県政調査室 
住所：大町市仁科町 3300（〒398-0002） 
Tel.&Fax.22-1035  担当：傘木宏夫 



 
緑のフォーラム 
 

長野県議会・緑のフォーラム 
県政報告【第１号】 

〒380-8570 長野県議会棟内 
Tel.026-232-0111(内 4065) Fax.237-2625 
E-Mail.info@midori-f.jp 発行：丸山賢二 

 

県政改革の焦点を県民の目線からチェック 
【２月議会】村石正郎議員が代表質問 

 
 平成 16 年度予算などを審議する定例２
月議会の代表筆問で、３月５日、緑のフォ

ーラムからは副代表の村石正郎議員が登壇

し、県政改革の過程で生じている問題や課

題を、県民の願いをかなえる立場から指摘

し、知事ら理事者の姿勢をただしました。 
 まず、「三位一体の改革」が真に県民生活

と地域経済の再生につながるようにするた

めの国への働きかけについて質問。次に、

知事のトップ公約である「スリー・バイ・

スリーによる新たな産業と雇用の創出」に

ついて、その具体化の状況をただしました。

村石議員は「言葉遊びにせずに、今後の展

望を県民に示すべき」と指摘しました。 
 また、人事や組織改革、住民票問題にお

いての、知事の偏向やわかりにくさについ

て指摘し、県民や県職員に理解されやすい

舵取りを促しました。 
 施策では、福祉、教育、産業、警察など

の多岐にわたり、具体的な問題点の指摘と

対案で各部局長に質問しました。 
特に、村石議員が系統的に取り組んでい

る入札改革問題では、談合防止策を偏重し

たため、下請けいじめや大量リストラとな

ってあらわれていることを事例やデータに

基づき指摘。議場からも「そうか、えらい

ことだな」といった声が漏れていました。 
 また、今年は「国際米年」でもあり、農

業と米作について重視して質問しました。

村石議員は、県の側に明確な目標やビジョ

ンがないと指摘したうえで、兼業農家や小

規模農家が農地を守り育てられるモデルな

ど、「農業関係者が一丸となって取り組める

明日の長野県農業の展望を一刻も早く示す

べき」と迫りました。 
 これらの質問に対し、知事をはじめ理事

者側の答弁には具体性が欠けていたものの、

村石議員の指摘が十分に配慮すべき課題で

あることを認めるものでした。 
 今後、緑のフォーラムでは、答弁内容を

よく分析し、６月議会以降での県政チェッ

クに生かしていく考えです。 

一般質問に３氏が登壇 

 緑のフォーラムから、木下茂人、清沢英

男、丸山賢二の３議員が一般質問に登壇。 
 木下茂人議員は、阿智村での廃棄物処分

場計画の図面を壇上で掲示しながら、県の

計画性のないすすめ方により、地元に疑心

暗鬼を招いていると、県の説明責任をただ

しました。知事は、環境影響などの見通し

の甘さなどを率直に認め、陳謝しました。 
 清沢英男議員は、国道 403号の改良問題
を例に、コモンズとしての地域社会からの

要望に対する行政の姿勢をただし、県が道

路整備の展望と優先順位を示すことなどを

提案しました。知事は「前向きな提案」と

歓迎しながらも、コモンズの意思への対応

いう質問の本質には触れませんでした。 と
 
 
新会派「緑のフォーラム」です。 

代  表 本郷一彦（松本） 
代  表 服部宏昭（上水、大岡） 
副 代  表   村石正郎（須坂、上高井） 
幹 事  長 木下茂人（伊那） 
総務会長 丸山賢二（大町） 
政調会長 清沢英男（東筑摩） 
 




